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除隊、その後、京都で療養した。結局、1908 （明治 41）年、 31 歳で小樽銀行も辞することと
なった。
　1910（明治 43）年、今度は日英産業会の事業により 33 歳でロンドンに留学、語学学校に
通う。日英産業会は 1902 年前後に設立された。守の留学のこの時期はちょうど、ロンドン
での日英博覧会の開催時期に当たる。
　1916（大正 5 年）年 1 月、守 39 歳の折りに、父国道が死去した。これを機に 20 年来の夢














































































　　第 10 部　 保護者部




　1916（大正 6）年 12 月、北垣守は「南洋北海博覧会」を開いたが、これを報じる記事で
「児童教養研究所」が主催であると、この名称が初めて用いられていた。
　さて、守は目黒権之助坂下に広大な土地を求め、木造 2 階建ての建物を新築した。簡素で





る。そして、1916 年（大正 5 年）9 月 17 日、読売新聞朝刊、同年 11 月 11 日、読売新聞朝
刊では見られなかったが、衛生部に児童相談所が追加されている。（1917（大正 6）年、5 月
（5）










































　実際に研究所を動かしたのは、発足時には理事長と副所長、そして理事 3 名、さらに 1 か
月後に久保良英が加わったので、計 6 名であった。
表1　児童教養研究所（目黒）役職者（理事長、副所長、理事）
理 事 長 北垣　　守
所 長 （空　席）
副 所 長 巌谷　小波
理 事 成澤 金兵衛
理 事 黒田　朋信
理 事 三田谷　啓





高島 平三郎 （東洋大学教授、後学長 : 児童研究）





文学博士 松本 亦太郎 （東京帝国大学教授）
法学士 福田 秀五郎 （三井銀行）
西　部
工学博士 田邊　朔郎 （京都帝国大学教授 : 北垣守義兄）
法学博士 田島　錦治 （京都帝国大学教授 : 義兄田邊同僚）
法学博士 跡部 定次郎 （京都帝国大学教授 : 義兄田邊同僚）
医学博士 木下　東作 （大阪医科大学教授 : 児童研究）
工学博士 下村 孝太郎 （後、同志社社長（総長）。北垣守義兄）
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　1917（大正 6）年 5 月 5 日、すでに研究所の建物は完成しており、研究所名で博覧会を別
会場で開催するなどしていたが、五月の節句を吉日として華やかに開会式を執り行った。そ




保が担当した。成果は『児童研究所紀要』として開所 1 年後、1918（大正 7）年 5 月に第 1
巻が発行されている（児童研究所編　1918-1936）。ここで名称が変更になっている点につい
ては、後に解説する。この雑誌は児童教養研究所（目黒）が廃止になった後も久保良英によ
り刊行が続けられ、第 17 巻、1937（昭和 12）年 9 月まで出版されている。久保や三田谷ら
の論文、知能検査に関する研究論文などが掲載されたが、児童教養研究所（後に児童研究所






のとおり 3 回開かれ、最初の 2 回の講演録は出版されている。著名講師陣による最新の児童
表3　児童教養講習会の講師と演題































11 冊、「子宝」の誌名では 3 冊発行されている。
表4　雑誌『児童』発行年月
1917（大正 6）年
5 月 1 巻 1 号　五月号
6 月 1 巻 2 号
7 月 1 巻 3 号
8 月 1 巻 4 号
9 月 1 巻 5 号
1 巻 6 号 臨時増刊　懸賞発表号
10 月 1 巻 7 号
11 月 1 巻 8 号
12 月 1 巻 9 号
1918（大正 7）年
1 月 2 卷 1 号  新年倍大号
2 月 2 卷 2 号
3 月 2 卷 3 号　『子宝』　三月号　新入学準備号
4 月 2 卷 4 号　『子宝』　四月号　早教育問題号




































































　児童教養研究所（目黒）は 1918 年（大正 7 年）3 月、開設の翌年に組織変更を行った。ま
ず実行部を改称、独立させて「子宝倶楽部」とし、成澤金兵衛が主幹となる。児童用品の販
売を児童教養百貨店である銀座コダカラに一本化して継続する。出版では雑誌『児童』の誌
















記事 1916）、一族の家業が傾いたということはない。しかし、発足当初、研究所職員 7 名、




















よって受け継がれた。北垣守が理事長として活躍したのは、開所式からわずか 1 年 2 か月、

















　附属幼稚園は 4 月から開園していたが園児数が増えたため、2 クラスにした。啓発雑誌
『児童』改め『子宝』は同年 5 月で 2 巻 5 号を発行した後、停止していたが、この 11 月には
新に『親の為』という一風変わった誌名で発行を始めた。これは巖谷小波の命名であり、当
時、少年雑誌、児童雑誌が多数発行されていたために親向けの雑誌であることを明示するた
めにこう命名したという。この後、1919（大正 8）年 1 月に第 1 巻第 2 号、4 月に第 1 巻第 3
号を発行した。










　1918（大正 7）年 7 月に児童研究所（目黒）の理事長を退任して以降、北垣守の足跡は全
く知られていなかった。この後、守が児童研究、児童教養の分野で活躍した形跡はない。















　1935 年（昭和 10 年）には、弓道で指導を受けた人の追悼録に寄稿している（北垣 1935）。
北垣守はその後、鎌倉に在住した。弓道は竹林派で、号は静水という。（小野崎 2003）。最

























































表5　児童教養研究所 ( 目黒 ) 関係年表
1877 明治 10 北垣守、北垣国道次男として誕生。
1891 明治 24 巌谷小波、少年小説『こがね丸』を発表、好評を得る。















1912 明治 45 日本児童研究会、日本児童学会に改称。
1913 大正 2 久保良英、米国クラーク大学へ留学。後に Ph.D. を得る。






























1919 大正 8 6 月 児童研究所、目黒から撤収。東京市芝白金の久保自宅に引き継がれる。
1922 大正 11 久保良英、広島赴任。広島高等師範学校教授となる。
1936 昭和 11 『児童研究所紀要』第 17 巻発行。終刊。
1942 昭和 17 2 月 北垣守、没。64 歳。
（15）
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